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子どもから大人まで楽しめるイベントです。来場をお待ちしています。
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　わたしは電子部
品の開発を行って
います。電子部品
は普段目にするこ
とはありません

が、スマートフォン、テレビ、車
などあらゆる電気機器に搭載され
ており、実は身近な存在です。そ
の中にはセラミック製の電子部品
も多数あります。わたしは自分が
携わった商品を世に出すことを夢
見て専攻のセラミックを生かした
仕事に就きました。実際に自分が
開発に携わった電子部品が製品化
され、新聞に取り上げられた時に
は本当に嬉しく思いました。
　また、開発業務は製品化するこ

とだけではなく特許を
出願することも大事で
す。他社よりも早く新しい発明を
特許化して権利を有利に使えるよ
うにすることが重要です。国内に
留まらず欧米、アジアでも特許登
録しています。特許登録には審査
があります。苦労して審査を通り、
特許登録された時はとても充実し
た気持ちになります。
　仕事はうまくいかない時もあり
落ち込むこともありますが、その
時は自分の仕事を振り返って良か
ったことを誉めてあげてくださ
い。そしてまた自分で自分を誉め
てあげられる仕事ができるように
頑張ってください。

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想、プレゼントの応募は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。
webで公開中

　台風号の接近が予想されています。当日午前７時にいずれかの特別警報もしくは暴風警報が発表されている場合は中止となることがあります。
最終的な決定はウェブサイト、ＳＮＳ等でお知らせします。

「カナリヤ通信」では、さまざまな考え方をもった女性が、
社会の中で逞しく、それでいて女性らしく声を出して、人
生を楽しみながら働く姿を表現していきます。

　わたしたちにとって、介護は切実な問題になりつつあります。しかし、実
際には社員が介護を行っているかどうかわからないケースも多く、実体がつ
かめていない企業も多いのではないでしょうか。国は仕事と介護の両立支援
に舵を切っており、さまざまなサービスや支援が受けられるようになってい
ます。しかし、制度があっても活用しなければサービスも支援も届きません。
今回は、６社に介護制度についての取り組みをアンケート形式で聞きました。
各社独自の施策もあり、離職を減らし両立させるための参考になるのではな
いでしょうか。


